
 BALL TEST DATA  
【セールス資料】  
BALL NAME： “ZERO PARALLAX ”                            2022 年 2 月 1 日 
COLOR： WHITE/BLACK/RUBY 
COVER STOCK： NRG™ HYBRID REACTIVE                   レイアウト例 
RG：2.52(MED/15P) ⊿RG：0.054 (MID/15P)        PARALLAX EFFECT      ZERO PARALLAX 
FACTORYFINISH：3000GritABRALON    
TRACKFLAREPOTENTIAL：6＋(HIGH)                           

O LONG                                                41/8                   41/8 
  I  MEDIUM                                            CG                    CG   
  L  SHORT                                      33/4                 33/4     
                Light  Medium  Heavy                           
                         PSA 2                PSA 2 
          適正レーンコンディショングラフ                 CA55 度          CA55 度 
   【MEDIUM  OIL 編】                  ﾌﾚｱｰ幅 最大 6 1/8・間隔 1/8  最大 61/2・間隔 1/8 
 
  50Unit OVER             40Unit Over 
                                               20Unit             
   
   
   
 
0F                       15F                   27F          38F      45F 
  比較品ライン       ZERO PARALLAX             PARALLAX EFFECT       
        
 【製品比較表】 
 曲がり度 1  2  3  4  5   曲がり方 ｱｰｸ 1  2 3  4  5 ｼｬｰﾌﾟ   新 AEROFLO CORE 

スキッド １ 2  3  4  5  ｵｲﾙの強  1  2  3  4  5   

ﾋﾟﾝｱｸｼｮﾝ 1  2  3  4  5     テスト品 ○  比較品  
＊上記の数字は、1 側が少ない(短い・弱い) 5 側が強い(大きい・長い)  

 【ボール総合評価】 
    新開発エアロフローコアのバックエンドでの柔らかい曲がりはプレミアムラインの中でも特徴 
    的で今まではレーン手前から中盤までの直線的な走りが良く出るカバーが多くでていましたが、 
  今回 NRG を被せ手前からの転がり重視は継続性を持たせコントロール性能の向上をしました。 
  【ここがポイント】 

パララックス系は新未来型エアロフローの転がりが優先するボールが多くレーン手前の 
直線性においても軸移動と軌道安定を荒れたレーンコンディションでも維持する事が出来 

 るので多くのボウラー支持があります。当然この部分の特徴を生かし NRG カバーでレーン 
手前から中盤までの摩擦を強くした事で立上りも早いストロングアークの継続性のある曲が 

 りが実現しました。先にも書きましたが転がり感が強くなる場合どうしてもバックエンドの 
  パワーロスが気になる所ですが、ピンアクションにおいてもあまりロスを感じさせない印象です 
  また 全体的には大人しい動きですがミディアムからミディアムヘビーにおいては攻撃的な投球 
  ができるのでインサイドラインにおいても非常に安定感がありました。最高の出来ですね。   
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